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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
次の成分（ａ）～（ｄ）；
（ａ）部分架橋型フェニル変性オルガノポリシロキサン重合体
（ｂ）低級アルコール
（ｃ）ジメチコジエチルベンザルマロネート
（ｄ）メトキシケイ皮酸エチルヘキシル
を含有し、成分（ｂ）の含有量が１５～６０質量％である化粧料原液と、噴射剤とからな
るエアゾール型化粧料。
【請求項２】
　前記噴射剤が、炭素数２～５の炭化水素、ジメチルエーテルから選ばれる一種又は二種
以上である請求項１記載のエアゾール型化粧料。
【請求項３】
　前記エアゾール型化粧料中の化粧料原液と噴射剤との充填割合が、質量比で２０：８０
～５０：５０である請求項１又は２に記載のエアゾール型化粧料。
【請求項４】
　前記化粧料原液中における含有量が、成分（ａ）０．０１～０．２質量％、成分（ｃ）
１～１０質量％、成分（ｄ）１～１５質量％である請求項１～３に記載のエアゾール型化
粧料。       
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、清涼感の持続性が高く、均一な化粧膜が得られ、目詰まり等の使用性の問題
がない安定なエアゾール型化粧料に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　エアゾール型化粧料は、特にスプレーである場合は、手や指を化粧料で濡らすことなく
、肌や髪の広範囲に塗布しやすく、また手の届きにくい部分にも塗布することが可能であ
るため、非常に使用性のよいものである。さらには、噴射剤である液化ガスの気化熱によ
る涼感も付与できるため、日焼け止め化粧料やメイクアップ化粧料として、近年、市場に
多数の商品が展開されている。
【０００３】
　エアゾール型化粧料は、一般的に化粧膜が薄く、液化ガスの気化熱による涼感も一時的
なものであるため、低級アルコールを配合して冷感を向上させる技術（例えば、特許文献
１～４参照）が検討されてきたが、これらの技術では、均一な化粧膜による紫外線防御や
耐水性等の機能効果、清涼感の持続性に関して、満足のいくものではなかった。また、部
分架橋型オルガノポリシロキサン重合体を配合して補正効果の高い化粧膜を得る技術（例
えば、特許文献５参照）が知られているが、清涼感の持続性に関しては検討の余地があっ
た。
【０００４】
　一方、エアゾール型化粧料は、容器内で、化粧料原液と噴射剤である液化ガスや圧縮ガ
スとが共存する、加圧された特殊環境であるため、凝集や粘度変化等が生じ易く、その結
果、噴出口等で目詰まりが起こり噴射性が低下したり、不均一に噴射されたりという使用
性の問題につながっていた。そのため、化粧料原液そのものの安定性を保つことは重要な
要素であり、エアゾール型化粧料は、常に一定に噴射されることにより、化粧膜が均一と
なり、紫外線防御効果やメイクアップ効果等が向上する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－３３５４６８号公報
【特許文献２】特開２００３－３３５６２９号公報
【特許文献３】特開２００７－１３１５３９号公報
【特許文献４】特開２０１３－１１６８７０号公報
【特許文献５】特開２０１５－１４７７５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、低級アルコールを多量に含有するエアゾール型化粧料に、部分架橋型オ
ルガノポリシロキサン重合体を配合すると、該重合体の凝集が生じる場合があり、改善が
求められていた。
　従って本発明は、清涼感の持続性が高く、機能効果のある均一な化粧膜が得られ、目詰
まり等の使用性の問題がない安定なエアゾール型化粧料を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような事情に鑑み、本発明者は鋭意研究を行った結果、化粧料原液と噴射剤からな
る、低級アルコールを多量に含有するエアゾール型化粧料に、部分架橋型フェニル変性オ
ルガノポリシロキサン重合体と、ジメチコジエチルベンザルマロネート及びメトキシケイ
皮酸エチルヘキシルを組み合わせて配合することにより、前記課題を解決したエアゾール
型化粧料が得られることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００８】



(3) JP 6894781 B2 2021.6.30

10

20

30

40

50

　すなわち本発明は、次の成分（ａ）～（ｄ）；
（ａ）部分架橋型フェニル変性オルガノポリシロキサン重合体
（ｂ）低級アルコール
（ｃ）ジメチコジエチルベンザルマロネート
（ｄ）メトキシケイ皮酸エチルヘキシル
を含有し、成分（ｂ）の含有量が１５～６０質量％である化粧料原液と、噴射剤とからな
るエアゾール型化粧料を提供するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のエアゾール型化粧料は、化粧料原液の安定性が良好であるため、エアゾール型
化粧料としての噴射性が良好であり、均一な化粧膜が得られるため、紫外線防御効果が高
いものである。また清涼感の持続性に優れるため、特に夏向けの日焼け止め化粧料として
有用である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明について詳述する。
　本発明のエアゾール型化粧料は、成分（ａ）～（ｄ）を含有する化粧料原液と噴射剤と
を、耐圧バルブを有する容器に充填したものである。エアゾールとしては、使用目的に応
じて、スプレー（霧状）、フォーム（泡状）等の形態に調製が可能であり、噴霧してその
まま、あるいは手で伸ばして使用するか、一旦、手に吐出させたものを肌に塗布して使用
する。本発明においては、清涼感を付与するという観点から、スプレーの形態が好ましい
。そのため、エアゾール型化粧料中の、化粧料原液と噴射剤との充填割合は、質量比で２
０：８０～５０：５０が好ましく、２５：７５～４５：５５がより好ましい。この範囲で
あれば、エアゾール型化粧料としての清涼感が良好であり、より均一に噴射することがで
きる。
【００１１】
（化粧料原液）
　本発明に用いられる成分（ａ）部分架橋型フェニル変性オルガノポリシロキサン重合体
は、オルガノポリシロキサンを架橋結合させて得られる重合体であり、一部に三次元架橋
構造を有し、ＲＳｉＯ単位及びＲＳｉＯ１．５単位よりなり、ＲＳｉＯ０．５単位及び／
又はＳｉＯ２単位を含んでいても良い（但し、該構成単位のＲの一部に、フェニル基を持
つ構成単位を有するものである）。具体例としては、ＩＮＣＩ名が（ジメチコン／フェニ
ルビニルジメチコン）クロスポリマーである部分架橋型フェニル変性オルガノポリシロキ
サン重合体が挙げられる。成分（ａ）は、部分架橋型フェニル変性オルガノポリシロキサ
ン重合体として単独で配合しても良いが、油剤で膨潤せしめたシリコーンゲル組成物とし
て用いることもでき、このような市販品としては、例えば、ＫＳＧ－１８（部分架橋型メ
チルフェニルポリシロキサンとフェニルトリメチコンとの混合物、固形分１０～２０％）
（信越化学工業（株）製）が挙げられる。
【００１２】
　本発明の化粧料原液における成分（ａ）の含有量は、特に限定されないが、０．０１～
０．２５質量％（以下、単に％と略す）が好ましく、更に好ましくは０．０５～０．２０
％である。この範囲であれば、化粧料原液の安定性がより良好となり、エアゾール型化粧
料の使用性も良く、より柔軟で耐水性のある化粧膜を実現できる。
【００１３】
　本発明に用いられる成分（ｂ）低級アルコールは、炭素数２～５の直鎖又は分岐のアル
コールであり、通常化粧料に用いられるものであれば何れのものも用いることができる。
具体的には、エタノール、ｎ－プロピルアルコール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブチ
ルアルコール等が挙げられるが、清涼感の観点からエタノールが好ましい。
【００１４】
　本発明の化粧料原液における成分（ｂ）の含有量は、１５～６０％であり、より好まし
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くは４０～５５％である。成分（ｂ）の含有量が１５％未満であると、清涼感の持続性が
悪く、６０％以上であると、化粧料原液の安定性を維持することが困難となる。
【００１５】
　また本発明の化粧料原液において、成分（ｂ）の含有量に対する成分（ａ）の含有量は
１／４００～１／１００が好ましい。この範囲であれば、より化粧料原液の安定性が良好
であり、清涼感の持続性が得られるため好ましい。
【００１６】
　本発明に用いられる成分（ｃ）ジメチコジエチルベンザルマロネートは、ＩＮＣＩ（Ｉ
ＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ  ＮＯＭＥＮＣＬＡＴＵＲＥ  ｏｆ  ＣＯＳＭＥＴＩＣ  ＩＮ
ＧＲＥＤＩＥＮＴＳ）名がＰＯＬＹＳＩＬＩＣＯＮＥ－１５で示され、鎖長約６０のジメ
チコンのうち約７．５％が２種の置換基で置換されたシリコーン誘導体であり、それ自体
が高い紫外線防御能を持ちながら、他の紫外線防御剤との相乗効果によりＳＰＦやＰＡの
数値を向上させることが知られている。本発明においては、成分（ａ）と成分（ｂ）との
相溶性を向上させる溶剤としても機能し、化粧料原液の安定性に寄与する。市販品として
は、ＰＡＲＳＯＬ　ＳＬＸ（ＤＳＭ　ＮＵＴＲＩＴＩＯＮ ＰＲＯＤＵＣＴＳ社製）が挙
げられる。
【００１７】
　本発明の化粧料原液における成分（ｃ）の含有量は、特に限定されないが、０．５～１
０％が好ましく、更に好ましくは１～５％である。この範囲であれば、化粧料原液の安定
性がより良好となり、エアゾール型化粧料の使用性にも、より優れたものとなる。
【００１８】
　また本発明の化粧料原液において、成分（ｃ）の含有量に対する成分（ａ）の含有量は
、３／１００～３／１０が好ましい。この範囲であれば、エアゾール型化粧料として、よ
り柔軟で均一な化粧膜が得られるため好ましい。
【００１９】
　本発明に用いられる成分（ｄ）メトキシケイ皮酸エチルヘキシルは、ＩＮＣＩ名がＥＴ
ＨＹＬＨＥＸＹＬ　ＭＥＴＨＯＸＹＣＩＮＮＡＭＡＴＥで示され、メトキシケイ皮酸と２
－エチルヘキシルアルコールのエステルであり、主にＵＶ－Ｂ波を吸収する液状油である
。市販品としては、ＵＶＩＮＵＬ　ＭＣ８０（ＢＡＳＦ社製）、ＰＡＲＳＯＬ　ＭＣＸ（
ＤＳＭ　ＮＵＴＲＩＴＩＯＮ ＰＲＯＤＵＣＴＳ社製）等が挙げられる。
【００２０】
　本発明の化粧料原液における成分（ｄ）の含有量は、特に限定されないが、１～１５％
が好ましく、更に好ましくは４～９％である。この範囲であれば、化粧料原液の安定性が
より良好となり、エアゾール型化粧料の使用性にも、より優れたものとなる。
【００２１】
　本発明の化粧料原液には、通常の化粧料に使用される成分を、本発明の効果を損なわな
い量的、質的範囲において、必要に応じて配合することができる。例えば、成分（ａ）、
（ｃ）、（ｄ）以外の油性成分、成分（ｂ）以外の水性成分、界面活性剤、粉体、水溶性
高分子、保湿剤、酸化防止剤、美容成分、防腐剤、香料、清涼剤等を含有することができ
る。
【００２２】
　油性成分としては、成分（ａ）、（ｃ）、（ｄ）以外の通常化粧料に用いられるもので
あれば特に限定されず、いずれのものも使用することができ、固形、半固形、液状、揮発
性等の性状や、動物油、植物油、合成油等の起源を問わず、炭化水素類、油脂類、紫外線
吸収剤も含むエステル油類、高級アルコール類、シリコーン油類、フッ素系油類、ラノリ
ン誘導体類、油性ゲル化剤類、油溶性樹脂等が挙げられる。具体的には、流動パラフィン
、重質流動イソパラフィン、α－オレフィンオリゴマー、スクワラン、ポリイソブチレン
、ポリブテン等の炭化水素類、オリーブ油、ヒマシ油、マカデミアンナッツ油等の油脂類
、ホホバ油、アジピン酸ジイソブチル、アジピン酸２－ヘキシルデシル、アジピン酸ジ－
２－ヘプチルウンデシル、モノイソステアリン酸アルキルグリコール、イソステアリン酸
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イソセチル、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、ジ－２－エチルヘキサン酸
エチレングリコール、２－エチルヘキサン酸セチル、ジ－２－エチルヘキサン酸ネオペン
チルグリコール、トリ－２－エチルヘキサン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エ
チルヘキサン酸ペンタエリスリトール、２－エチルヘキサン酸セチル、オレイン酸オレイ
ル、オレイン酸オクチルドデシル、オレイン酸デシル、ジカプリン酸ネオペンチルグリコ
ール、クエン酸トリエチル、コハク酸２－エチルヘキシル、ステアリン酸イソセチル、ス
テアリン酸ブチル、セバシン酸ジイソプロピル、セバシン酸ジ－２－エチルヘキシル、乳
酸セチル、乳酸ミリスチル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸２－エチルヘキシ
ル、パルミチン酸２－ヘキシルデシル、パルミチン酸２－ヘプチルウンデシル、ジペンタ
エリスリトール脂肪酸エステル、イソノナン酸イソノニル、イソノナン酸イソトリデシル
、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、ミリスチン酸２－オクチルド
デシル、ミリスチン酸２－ヘキシルデシル、ミリスチン酸ミリスチル、ジメチルオクタン
酸ヘキシルデシル、ラウリン酸エチル、ラウリン酸ヘキシル、リンゴ酸ジイソステアリル
、トリイソオクタン酸グリセリル、トリイソステアリン酸グリセリル、ジイソステアリン
酸ジグリセリル、トリイソステアリン酸ジグリセリル、テトライソステアリン酸ジグリセ
リル、デカイソステアリン酸デカグリセリル、トリイソパルミチン酸グリセリル、トリミ
リスチン酸グリセリル、ミリスチン酸イソステアリン酸ジグリセリル、トリメリト酸トリ
トリデシル等のエステル類、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸－２－オクチルドデシル
エステル、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（フィトステアリル・２－オクチルドデ
シル）等のアミノ酸系油剤、イソステアリン酸、オレイン酸等の脂肪酸類、オレイルアル
コール、イソステアリルアルコール等の高級アルコール類、ジメチルポリシロキサン、メ
チルフェニルポリシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、オクタメチルシクロ
テトラシロキサン、フッ素変性シリコーン等のシリコーン油類、パーフルオロポリエーテ
ル等のフッ素系油類、ラノリン、酢酸ラノリン、ラノリン脂肪酸イソプロピル、ラノリン
アルコール等のラノリン誘導体が挙げられる。また、有機紫外線吸収剤としては、サリチ
ル酸エチルヘキシル、フェニルベンズイミダゾールスルホン酸、オキシベンゾン－３、オ
キシベンゾン－４、オキシベンゾン－５、２－［４－（ジエチルアミノ）－２－ヒドロキ
シベンゾイル］安息香酸ヘキシルエステル、パラアミノ安息香酸エチル、ベンゾフェノン
－１、ベンゾフェノン－３、ベンゾフェノン－６、ベンゾフェノン－９、２，４，６－ト
リス[４－（２－エチルヘキシルオキシカルボニル）アニリノ]－１，３，５－トリアジン
、ジオクチルブタミドトリアゾン、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４´－メトキシ－ジベンゾイ
ルメタン、２,４－ビス{[４－（２－エチル－ヘキシロキシ）－２－ヒドロキシ]－フェニ
ル}－６－（４－メトキシフェニル）－（１，３，５）－トリアジン等が挙げられ、これ
らを一種又は二種以上用いることができる。
【００２３】
　水性成分としては、水に可溶な成分であれば何れでもよく、例えば、プロピレングリコ
ール、１，３－ブチレングリコール、ジプロピレングリコール、ポリエチレングリコール
等のグリコール類、グリセリン、ジグリセリン、ポリグリセリン等のグリセロール類、ソ
ルビトール、マルチトール、グルコースなどの糖アルコール類、等が挙げられる。水とし
ては、特に制限されず、常水、精製水、温泉水、深層水、アロエベラ、ウイッチヘーゼル
、ハマメリス、キュウリ、レモン、ラベンダー、ローズ等の植物抽出液が挙げられ、一種
又は二種以上を用いることができる。
【００２４】
　界面活性剤としては、化粧料一般に用いられている界面活性剤であれば、いずれのもの
も使用でき、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、両
性界面活性剤等が挙げられる。これらの中でも、日焼け止め化粧料としての使用を考慮す
れば、夏場に汗をかいた時の紫外線防御効果の持続性や各成分の分配に影響しにくいとの
観点から、非イオン性界面活性剤であるポリエーテル変性シリコーンを選択することが好
ましい。具体例としては、ポリオキシアルキレン変性オルガノポリシロキサン共重合体と
して、例えばＰＥＧ－９ジメチコン（市販品としては、例えば「ＫＦ－６０１９」信越化
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学工業社製）、シリコーン分岐型ポリオキシアルキレン変性シリコーンとして、例えばＰ
ＥＧ－９ポリジメチルシロキシエチルジメチコン（市販品としては、例えば「ＫＦ－６０
２８」信越化学工業社製）、ラウリルＰＥＧ－９ポリジメチルシロキシエチルジメチコン
（市販品としては例えば「ＫＦ－６０３８」信越化学工業社製）、シリコーン分岐型ポリ
グリセリン変性シリコーンとして、例えばラウリルポリグリセリル－３ポリジメチルシロ
キシエチルジメチコン（市販品としては例えば「ＫＦ－６１０５」信越化学工業社製）等
が挙げられる。
【００２５】
　本発明の化粧料原液の製造方法は、特に限定されるものではなく常法により調製される
が、例えば、油相中に水相を分散乳化することによって得られる。また、粉体を配合する
場合には、予め油性成分または水性成分に充分に分散させた後、乳化を行っても良い。
【００２６】
  本発明の化粧料原液は、エアゾール型化粧料として噴射可能な性状であればよく、水中
油乳化型であっても、油中水乳化型であっても良いが、日焼け止め化粧料としての使用を
考慮すれば、油中水乳化型の方が、耐水性や紫外線防御効果に優れるため好ましい。また
、一層型であっても、液相や粉体相が分離している二層（多層）型であっても良いが、一
層型の方が振盪の手間がなく、使用性に優れるため好ましい。
【００２７】
（噴射剤）
　本発明に用いられる噴射剤としては、炭素数２～５の炭化水素及びジメチルエーテル（
以下、「ＤＭＥ」と記すことがある。）、ジエチルエーテル等の液化ガス類、炭酸ガス、
窒素ガス、酸素等の圧縮ガス類が挙げられる。炭素数２～５の炭化水素としては、具体的
に、エタン、プロパン（以下［ＬＰＧ」と記すことがある。）、ｎ－ブタン、イソブタン
、ｎ－ペンタン、イソペンタン、ネオペンタン等が挙げられる。
【００２８】
　これらの中でも、エアゾール容器内で、長期にわたる安定性を維持する点で、炭素数２
～５の炭化水素、ジメチルエーテルを用いることが好ましい。また、高温下での安全性の
観点から、２０℃での圧力を０．１５ＭＰａに調整したプロパン（以下、「ＬＰＧ０．１
５」と記すことがある。）が好ましい。さらには、エアゾール型化粧料としての清涼感の
点で、ＤＭＥとＬＰＧの併用が好ましく、その際の含有比率としては、噴射剤中の質量比
で、ＤＭＥ：ＬＰＧ＝１：２～１：８が好ましく、１：５～１：６がより好ましい。
【００２９】
　本発明のエアゾール型化粧料の充填方法としては、特に限定されないが、常法により調
製した前記化粧料原液を耐圧容器に充填し、容器にエアゾールバルブを固着した後、該バ
ルブを通じて噴射剤を注入する。更に、前記エアゾールバルブに目的に応じた噴射部材を
取り付けることによりエアゾール型化粧料となる。
【００３０】
　本発明のエアゾール型化粧料は、日焼け止め化粧料、ファンデーション、コンシーラー
、メークアップ下地などのメイクアップ化粧料、ボディー用や毛髪用の化粧料等に好適に
用いることができ、特に好ましくは日焼け止め化粧料に用いることができる。
【実施例】
【００３１】
　以下に実施例を挙げて本発明を詳細に説明する。尚、これらは本発明を何ら限定するも
のではない。
【００３２】
実施例１～５および比較例１～５：日焼け止め化粧料
　表１に示す組成（化粧料原液）および下記製造方法にてエアゾール型の日焼け止め化粧
料を調製した。得られた日焼け止め化粧料の紫外線防御効果、清涼感の持続性、安定性に
ついて下記の方法により評価し結果を併せて、表１に示した。
【００３３】
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【表１】

【００３４】
（製造方法）
Ａ：成分（１）～（３）を７５℃にて均一に加温溶解する。
Ｂ：成分（４）～（１３）を混合する。
Ｃ：ＡとＢを混合し均一に分散する。
Ｄ：成分（１４）、（１５）を混合する。
Ｅ：ＣにＤを加えて分散し、油中水乳化型の化粧料原液を得た。
Ｆ：Ｅで得られた化粧料原液３０ｇを耐圧容器に充填した後バルブを固着し、バルブを通
じてＬＰＧ０．１５　５０ｇおよびジメチルエーテル　２０ｇを耐圧容器に充填し、エア
ゾール型の日焼け止め化粧料を得た。
【００３５】
（評価方法１：紫外線防御効果）
　実施例１～５および比較例１～５の各試料を、ＰＭＭＡ板（Ｌａｂｓｐｈｅｒｅ社製　
ＨＥＬＩＯＰＬＡＴＥ　ＨＤ６）に直接噴霧し、噴霧量を２ｍｇ／ｃｍ２とした。５分間
、静置したサンプルについて、ＳＰＦアナライザー（Ｌａｂｓｐｈｅｒｅ社製　ＵＶ－２
０００Ｓ）を用いてＳＰＦ値を測定し、下記の評価基準で判定した。
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＜４段階評価基準＞
　（評価）　　　　　　　：（判定）
　ＳＰＦ値　３０以上　　：◎
　ＳＰＦ値　２０以上　　：○
　ＳＰＦ値　１０以上　　：△
　ＳＰＦ値　１０未満　　：×
【００３６】
（評価方法２：清涼感の持続性）
　専門評価パネル１０名に、前記の各試料を前腕に直接噴霧後、均一に塗り広げてもらい
、使用後の清涼感の持続について、下記の評価基準にて４段階評価し判定した。
＜４段階評価基準＞
　（評価）　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　：（判定）
　塗布後３分間経過した後も清涼感を感じた人が９～１０人　：◎
　塗布後３分間経過した後も清涼感を感じた人が６～８人　　：○
　塗布後３分間経過した後も清涼感を感じた人が２～５人　　：△
　塗布後３分間経過した後も清涼感を感じた人が０～１人　　：×
【００３７】
（評価方法３：安定性）
　前記の各試料をガラス製の規格びんに入れ、５０℃の恒温槽に１ヶ月間保管し、１ヵ月
後の状態を観察し、下記の３段階評価基準を用いて判定した。
＜３段階評価基準＞
　（評価）　　　　　　　：（判定）
　凝集が見られない　　　：○
　やや凝集が見られる　　：△
　顕著に凝集が見られる　：×
【００３８】
　実施例１～５の日焼け止め化粧料は、紫外線防御効果に優れ、清涼感が持続し、また経
時安定性に優れた日焼け止め化粧料であった。これに対して、成分（ａ）をフェニル変性
ではない部分架橋型オルガノポリシロキサン重合体に替えた比較例１、２は、安定性の点
で劣るものであった。また、成分（ｃ）を含有しない（同等粘度のシリコーン油剤に置き
替え）比較例３は、安定性に劣るものであった。成分（ｂ）が範囲外である比較例４、５
は、清涼感の持続性に劣るものであった。
【００３９】
実施例６：下地化粧料
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
１．ジカプリン酸プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
２．ジメチコジエチルベンザルマロネート　　　　　　　　　　　　　　　　　５
３．ｔ－ブチルメトキシジベンゾイルメタン　　　　　                    　６
４．メトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　８．５
５．部分架橋型フェニル変性オルガノポリシロキサン　　　　　　　　　　　　０．１５
６．ラウリルＰＥＧ－９ポリジメチルシロキシエチルジメチコン　　　　　　　１
７．エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０
８．精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
９．水溶性コラーゲン液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
１０．１，２－ペンタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
１１．香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【００４０】
（製造方法）
Ａ：成分（１）～（４）を加温溶解し、均一に分散する。
Ｂ：Ａを室温に冷却した後、成分（５）～（６）を加え、均一に分散する。
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Ｃ：Ｂに成分（７）～（１１）を加え、均一に撹拌し、化粧料原液を得た。
Ｄ：得られた化粧料原液２０ｇをアルミ製耐圧容器に充填した後バルブを固着し、バルブ
を通じてＬＰＧ０．１５　２０ｇおよびジメチルエーテル　１０ｇを耐圧容器に充填し、
エアゾール型の下地化粧料を得た。
（結果）
　実施例６の下地化粧料は、均一に塗布することができ、かつ、清涼感の持続性に優れた
ものであった。
【００４１】
実施例７：ファンデーション
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
１．赤酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．８
２．黄酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
３．黒酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
４．デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
５．ＰＥＧ／ＰＰＧ－２０／－２０ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　１
６．デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
７．ジメチコジエチルベンザルマロネート　　　　　　　　　　　　　　　　　５
８．ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル　　　　　　　　　２
９．メトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　　　　７
１０．ビスエチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルトリアジン　　　３
１１．ジカプリン酸プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　５
１２．ＰＥＧ－９ポリジメチルシロキシエチルジメチコン　　　　　　　　　　２
１３．部分架橋型フェニル変性オルガノポリシロキサン　　　　　　　　　　　０．１５
１４．ヒアルロン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
１５．１，２－ヘキサンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
１６．カプリリルグリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
１７．メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
１８．エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０
１９．精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
【００４２】
（製造方法）
Ａ：成分（１）～（５）を３本ロールミルにて分散処理する。
Ｂ：成分（６）～（１１）を加温混合し、均一に分散する。
Ｃ：ＡとＢ、成分（１２）～（１３）を混合し、均一に分散する。
Ｄ：成分（１４）～（１９）を混合し、均一に分散する。
Ｅ：ＣにＤを加え、乳化し、原液を得た。
Ｆ：Ｅで得られた原液１５ｇをアルミ製耐圧容器に充填した後バルブを固着し、バルブを
通じてＬＰＧ０．１５　２５ｇおよびジメチルエーテル　１０ｇを耐圧容器に充填し、エ
アゾール型ファンデーションを得た。
（結果）
　実施例７のファンデーションは、均一な仕上がりであり、かつ、清涼感にも優れたもの
であった。
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